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●
沿
線
住
民
が
国
を
相
手
に
提
訴　

　

５
月
20
日
、東
京
、神
奈
川
、山
梨
、静
岡
、

長
野
、岐
阜
、愛
知
の
１
都
６
県
の
沿
線
住
民

７
３
８
名
は
、国
を
被
告
に
し
て
、２
０
１
４

年
10
月
17
日
に
国
土
交
通
大
臣
が
Ｊ
Ｒ
東
海

に
行
っ
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
名
古

屋
間
の
工
事
実
施
計
画
の
認
可
は
、違
法
で

あ
る
と
し
て
、そ
の
認
可
の
取
り
消
し
を
求
め

て
東
京
地
裁
に
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

住
民
原
告
ら
は
、リ
ニ
ア
新
幹
線
の
工
事

計
画
は
、乗
客
の
安
全
の
確
保
を
定
め
た
全

国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
や
鉄
道
事
業
法
に

違
反
し
、杜
撰
な
環
境
影
響
評
価
手
続
き

で
、環
境
影
響
評
価
法
に
違
反
す
る
と
主
張

し
て
い
る
。

●「
夢
の
超
特
急
」の
幻
想
に
９
兆
円

　

国
や
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、

超
電
導
で
地
上
10
セ
ン
チ
浮
上
し
、時
速

５
０
０
㎞
で
、東
京
・
大
阪
間
を
約
1
時
間

で
結
び
、東
京
・
名

古
屋
・
大
阪
を
通

勤
圏
と
す
る
約

７
０
０
０
万
人
の

巨
大
都
市
を
誕
生

さ
せ
、世
界
と
競
争
で
き
る
機
能
的
大
都
市

を
実
現
す
る
夢
の
超
特
急
で
あ
る
、と
大
々

的
に
宣
伝
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、東
京
・
名
古
屋
間
の
完
成
は

２
０
２
７
年
と
11
年
先
で
あ
り
、東
京
・
大
阪

間
の
完
成
は
さ
ら
に
２
０
４
５（
平
成
57
）年

と
30
年
も
先
の
こ
と
。現
在
約
８
０
０
０
万

人
余
と
さ
れ
て
い
る
生
産
人
口（
15
歳
か
ら

64
歳
）は
、２
０
４
５
年
に
は
約
５
０
０
０
万

人
余
に
減
少
す
る
。ま
た
乗
客
需
要
が
減
少

す
る
中
で
、Ｊ
Ｒ
東
海
は
、リ
ニ
ア
新
幹
線
の

た
め
に
巨
額
な
借
金
を
し
て
、９
兆
円
を
超

え
る
工
事
費
を
投
入
す
る
が
、営
業
が
成
り

立
つ
の
か
。リ
ニ
ア
新
幹
線
は
東
海
道
新
幹
線

の
乗
客
が
移
動
す
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
、Ｊ

Ｒ
東
海
は
東
海
道
新
幹
線
の
収
入
が
減
り
、

乗
客
需
要
の
減
少
と
相
ま
っ
て
、巨
額
な
工

事
費
の
回
収
は
容
易
で
は
な
い
。リ
ニ
ア
新
幹

線
計
画
は
Ｊ
Ｒ
東
海
の
経
営
を
圧
迫
し
、結

局
は
国
民
の
税
金
投
入
と
な
る
危
険
が
大
き

い
。既
に
政
府
は
、国
費
3
兆
円
を
、超
低
金

利
の
財
政
投
融
資
で
Ｊ
Ｒ
東
海
に
融
資
す
る

方
針
を
決
め
た
。国
会
の
審
議
抜
き
で
税
金

を
投
入
す
る
こ
と
は
民
主
主
義
に
反
す
る
。

●
環
境
破
壊・安
全
性
を
軽
視
し
た
計
画

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、東
京
・
名
古
屋
間
の

86
％
が
ト
ン
ネ
ル
構
造
。南
ア
ル
プ
ス
に
約
50

㎞
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。こ
の
た
め
大
井

川
の
水
が
毎
秒
2
ト
ン
減
少
し
、大
井
川
源

流
に
３
６
０
㎥
の
ト
ン
ネ
ル
発
生
土
が
捨
て

ら
れ
、自
然
が
破
壊
さ
れ
る
。全
体
で
東
京

ド
ー
ム
51
杯
分
の
土
が
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
発

生
す
る
。土
の
処
分
に
よ
る
自
然
破
壊
、運
搬

車
両
に
よ
る
騒
音
や
排
ガ
ス
振
動
等
に
よ
る

沿
線
住
民
の
健
康
や
生
活
の
被
害
、ト
ン
ネ
ル

工
事
に
よ
る
地
下
水
、河
川
の
枯
渇
な
ど
、沿

線
の
環
境
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
ル
ー
ト
の
南
ア
ル
プ
ス
は
、

中
央
構
造
線
及
び
糸
魚
川
静
岡
中
央
地
溝

帯
が
交
差
す
る〝
地
震
の
巣
〟が
多
数
存
在
す

る
。直
下
型
の
地
震
が
起
き
れ
ば
、リ
ニ
ア
新

幹
線
は
走
行
不
能
と
な
り
、乗
客
の
安
全
も

確
保
さ
れ
な
い
。特
に
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
た
め
、万
一
の
事
故
や
地
震
発
生
の
際

の
乗
客
の
生
命
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

こ
の
巨
大
開
発
の
工
事
を
担
う
の
は
ゼ
ネ

コ
ン
企
業
。原
発
除
染
工
事
や
津
波
対
策
で

ゼ
ネ
コ
ン
は
大
き
な
利
潤
を
得
た
。次
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
工
事
、そ
の
後
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
工

事
。安
倍
内
閣
は
景
気
対
策
と
称
し
て
税
金

を
投
入
し
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
早
期
に
完
成
さ

せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
が

国
土
の
破
壊
と
乗
客
の
安
全
の
放
棄
、国
家

財
政
の
破
綻
で
あ
る
。    （
当
会
共
同
代
表
）
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リ
ニ
ア
新
幹
線
開
発
の
問
題
点

   

―	

利
潤
追
求
で
深
刻
な
国
土
破
壊
は
許
さ
れ
な
い	

―

                                        

関
島
　
保
雄（
弁
護
団
共
同
代
表
）


